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スイッチドイーサネットネットワークで IPマルチキャ
ストを抑制するための前提条件

このモジュールの作業を実行する前に、IPマルチキャストルーティングテクノロジーの概要
モジュールで説明している概念をよく理解しておく必要があります。

スイッチドイーサネットネットワークでのIPマルチキャ
ストについての情報

IPマルチキャストトラフィックとレイヤ 2スイッチ
レイヤ 2スイッチのデフォルト動作では、スイッチ上の宛先 LANに属する各ポートに、すべ
てのマルチキャストトラフィックが転送されます。この動作では、スイッチの効率が低下しま

す。その目的は、データを受信する必要があるポートへのトラフィックを制限することです。
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この動作では、不要なマルチキャストトラフィックを減らす抑制メカニズムが必要です。これ

によって、スイッチのパフォーマンスが改善されます。

Cisco Group Management Protocol（CGMP）、Router Group Management Protocol（RGMP）、お
よび IGMPスヌーピングは、レイヤ 2スイッチング環境で IPマルチキャストを効果的に抑制
します。

• CGMPおよび IGMPスヌーピングは、エンドユーザまたはレシーバクライアントが含ま
れているサブネットで使用されます。

• RGMPは、コラプストバックボーンなどのルータのみに含まれているルーティング対象
セグメントで使用されます。

• RGMPと CGMPは相互運用できません。ただし、インターネットグループ管理プロトコ
ル（IGMP）は、CGMPおよび RGMPスヌーピングと相互運用できます。

IPマルチキャスト用の Catalystスイッチの CGMP
CGMPは、IGMPによって実行される作業と同様の作業を実行するために、Catalystスイッチ
に接続されたデバイスで使用される、シスコが開発したプロトコルです。IPマルチキャスト
データパケットと IGMPレポートメッセージ（いずれもMACレベルで同じグループアドレ
スにアドレス指定されます）を区別しない Catalystスイッチの場合、CGMPが必要になりま
す。スイッチは IGMPパケットを区別できますが、スイッチ上でソフトウェアを使用する必要
があり、これがパフォーマンスに大きな影響を与えます。

マルチキャストデバイスとレイヤ 2スイッチで CGMPを設定する必要があります。結果的に
CGMPでは、該当するレシーバに接続されている Catalystスイッチのポートにだけ IPマルチ
キャストトラフィックが提供されます。トラフィックを明示的に要求していない他のすべての

ポートは、これらのポートがマルチキャストルータに接続されていない限り、トラフィックを

受信しません。マルチキャストルータポートは、すべての IPマルチキャストデータパケッ
トを受信する必要があります。

マルチキャストグループに加入するとき、ホストは CGMPを使用して、送信要求されなくて
もターゲットグループへの IGMPメンバーシップレポートメッセージをマルチキャストしま
す。通常の IGMP処理では、IGMPレポートが、スイッチを介してルータに渡されます。ルー
タ（このインターフェイス上でCGMPがイネーブルにされている必要がある）では、IGMPレ
ポートを受信し、通常どおりに処理されますが、CGMP加入メッセージも作成され、スイッチ
に送信されます。Joinメッセージには、エンドステーションのMACアドレスと加入したグ
ループのMACアドレスが含まれます。

スイッチは、CGMP Joinメッセージを受信し、そのマルチキャストグループ用の連想メモリ
（CAM）テーブルにポートを追加します。以後、このマルチキャストグループに対するすべ
ての後続のトラフィックは、そのホストのポートに転送されます。

レイヤ 2スイッチは、いくつかの宛先MACアドレスを 1つの物理ポートに割り当てることが
できるよう、設計されています。この設計により、スイッチを階層構造で接続できるようにな

ります。また、多数のマルチキャスト宛先アドレスを単一ポートに転送できます。
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デバイスポートは、マルチキャストグループのエントリにも追加されます。IGMPコントロー
ルメッセージもマルチキャストトラフィックとして送信されるため、マルチキャストデバイ

スは、各グループに対するすべてのマルチキャストトラフィックをリッスンします。その他の

マルチキャストトラフィックは、CGMPで作成された新しいエントリを含むCAMテーブルを
使用して転送されます。

IGMPスヌーピング
IGMPスヌーピングは、レイヤ 2 LANスイッチで実行される IPマルチキャスト抑制メカニズ
ムです。IGMPスヌーピングでは、ホストとルータとの間で送信される IGMPパケットで、一
部のレイヤ 3情報（IGMP Join/Leaveメッセージ）を調査、すなわち「スヌープ」します。ス
イッチでは、特定のマルチキャストグループに対するホストから IGMPホストレポートを受
信するときに、関連付けられているマルチキャストテーブルエントリにホストのポート番号

が追加されます。スイッチがホストから IGMPグループ脱退メッセージを受信すると、スイッ
チはホストのテーブルエントリを削除します。

IGMP制御メッセージはマルチキャストパケットとして送信されるので、レイヤ 2ではマルチ
キャストデータと区別できません。IGMPスヌーピングを実行しているスイッチでは、各マル
チキャストデータパケットを検査し、永続的な IGMPコントロール情報が含まれているかど
うかを特定できます。低速の CPUを搭載したローエンドのスイッチに IGMPスヌーピングを
実装すると、データが高速で送信される場合に、パフォーマンスに重大な影響を与える可能性

があります。解決策として、ハードウェアで IGMPチェックを実行できる特別な ASIC（特定
用途向け集積回路）を備えたハイエンドのスイッチに IGMPスヌーピングを実装します。CGMP
は特別なハードウェアを使用しない、ローエンドのスイッチのための新しいオプションです。

Router-Port Group Management Protocol（RGMP）
CGMPおよび IGMPスヌーピングは、アクティブなレシーバがあるルーティング対象ネット
ワークセグメントで動作するように設計されている、IPマルチキャスト抑制メカニズムです。
両方とも、ホストとルータとの間で送信される IGMPコントロールメッセージに依存して、該
当する受信先に接続されているスイッチポートが特定されます。

スイッチドイーサネットバックボーンネットワークセグメントは、通常、そのセグメント上

にホストなしでスイッチに接続されているいくつかのルータで構成されています。ルータでは

IGMPホストレポートが生成されないため、CGMPおよび IGMPスヌーピングによって、マル
チキャストトラフィックを抑制することができず、VLAN上の各ポートにフラッディングさ
れます。ルータでは、代わりに、Protocol IndependentMulticast（PIM）メッセージが生成され、
レイヤ 3レベルで、マルチキャストトラフィックフローに加入またはマルチキャストトラ
フィックフローがプルーニングされます。

Router-Port Group Management Protocol（RGMP）は、ルータのみのネットワークセグメントに
対する、IPマルチキャスト抑制メカニズムです。RGMPは、ルータ上およびレイヤ2スイッチ
上でイネーブルにする必要があります。マルチキャストルータは、特定のグループに RGMP
Joinメッセージを送信することによって、データフローを受信したいことを示します。次に、
CGMPJoinメッセージの処理方法と同様に、スイッチによって、そのマルチキャストグループ
に対する転送テーブルに、適切なポートが追加されます。IPマルチキャストデータフローは、
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関連するルータポートにのみ転送されます。ルータがそのデータフローを必要としなくなっ

た場合、RGMP Leaveメッセージを送信し、スイッチは転送エントリを削除します。

RGMP対応されていないルータがある場合は、すべてのマルチキャストデータを受信し続け
ます。

スイッチドイーサネットネットワークでマルチキャスト

を抑制する例

IPマルチキャスト用のスイッチの設定
マルチキャストネットワークにスイッチングがある場合、IPマルチキャストの設定方法の詳
細について、使用しているスイッチのマニュアルを参照してください。

IGMPスヌーピングの設定
ルータ上での設定は不要です。使用しているスイッチで IGMPスヌーピングをイネーブルにす
る方法についてはドキュメントを参照し、提示された手順に従ってください。

CGMPのイネーブル化
CGMPは、IGMPによって実行される作業と同様の作業を実行するために、Catalystスイッチ
に接続されたデバイス上で使用されるプロトコルです。CGMPが必要となるのは、Catalystス
イッチで IPマルチキャストデータパケットと IGMPレポートメッセージを区別できないため
です。これらはともにMACレベルで、同じグループアドレスにアドレス指定されます。

• CGMPは 802またはATMメディア、またはATM経由のLANエミュレーション（LANE）
でのみイネーブルにする必要があります。

• CGMPは、Catalystスイッチに接続されているデバイス上でのみ、イネーブルにする必要
があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. ip cgmp [proxy | router-only]
5. end
6. clear ip cgmp [interface-type interface-number]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IGMPv3をイネーブルにできるホストに接続されて
いるインターフェイスを選択します。

interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface ethernet 1

Cisco Catalyst 5000ファミリスイッチに接続されて
いるデバイスのインターフェイス上で CGMPをイ
ネーブルにします。

ip cgmp [proxy | router-only]

例：

Device(config-if)# ip cgmp proxy

ステップ 4

• proxyキーワードは、CGMPプロキシ機能をイ
ネーブルにします。イネーブルにすると、CGMP
対応でないデバイスがプロキシルータによって

アドバタイズされます。プロキシルータでは、

非 CGMP対応デバイスのMACアドレスおよび
グループアドレス 0000.0000.0000が使用されて
いる CGMP Joinメッセージを送信することに
よって、他の非CGMP対応デバイスの存在がア
ドバタイズされます。

現在のコンフィギュレーションセッションを終了し

て、EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

（任意）Catalystスイッチのキャッシュからすべて
のグループエントリをクリアします。

clear ip cgmp [interface-type interface-number]

例：

ステップ 6

Device# clear ip cgmp

スイッチドイーサネットでの IPマルチキャストの抑制
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レイヤ 2スイッチドイーサネットネットワークでの IPマルチキャス
トの設定

RGMPを使用してレイヤ 2スイッチドイーサネットネットワークで IPマルチキャストを設定
するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. ip rgmp
5. end
6. debug ip rgmp
7. show ip igmp interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ホストに接続されているインターフェイスを選択し

ます。

interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)# interface ethernet 1

イーサネットインターフェイス、ファストイーサ

ネットインターフェイス、およびギガビットイー

ip rgmp

例：

ステップ 4

サネットインターフェイスで、RGMPをイネーブル
にします。Device(config-if)# ip rgmp

現在のコンフィギュレーションセッションを終了し

て、EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

（任意）RGMP対応デバイスによって送信されたデ
バッグメッセージを記録します。

debug ip rgmp

例：

ステップ 6

スイッチドイーサネットでの IPマルチキャストの抑制
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目的コマンドまたはアクション

Device# debug ip rgmp

（任意）インターフェイスに関するマルチキャスト

関連情報を表示します。

show ip igmp interface

例：

ステップ 7

Device# show ip igmp interface

スイッチドイーサネットネットワークで IPマルチキャ
ストを抑制する設定例

RGMPの設定例
次に、ルータ上で RGMPを設定する方法の例を示します。

ip multicast-routing
ip pim sparse-mode
interface ethernet 0
ip rgmp

スイッチドイーサネットネットワークでのIPマルチキャ
スト抑制に関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

の「IPマルチキャストルーティングのコマンド」の項を参
照してください。Command Reference (Catalyst 9400 Series
Switches)

の「IPマルチキャストルーティングのコマンド」の項を参
照してください。Command Reference (Catalyst 9600 Series
Switches)

この章で使用するコマンドの完

全な構文および使用方法の詳

細。
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MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSXEリリー
ス、およびフィーチャセットのMIBを検索して
ダウンロードするには、次の URLにある Cisco
MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

これらの機能によってサポートされる新し

いMIBまたは変更されたMIBはありませ
ん。またこれらの機能による既存MIBの
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

スイッチドイーサネットでの IPマルチキャスト抑制の機
能履歴と情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

表 1 :スイッチドイーサネットでの IPマルチキャスト抑制の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest
16.6.1

スイッチドイーサネッ

トでの IPマルチキャス
トの抑制
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